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グローバルサプライチェーンのロジスティクスサービスについて 
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図 2 グローバルサプライチェーンの原則 











































て、先週末に首都圏でブルーが 1,000 個、20 代の女性に売れたとします。その結果から、
今後 3 週間で 2,500 個ぐらいは首都圏で売れるんじゃないかという販売予測が出たとする















図 3 ブル・ウィップ効果 































図 4 グローバルサプライチェーンの可視化のためのシステム概要 
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果たし切れているとはいえないのです。「物流」業者という意味ではこれでも十分なのかも
しれませんが、弊社は「ロジスティクスプロバイダ」と銘打って、その先のサービスを行
おうとしております。 
そういう意味では、サプライチェーンを円滑に回すことを目的にしていますから、この
データをつくって「はいどうぞ、需要予測は勝手にやってください」という物流業者は、
これからは生き残れないのかなというふうに思っています。 
もう一つ言えるのは、販売予測が正確にできないというのは、必ずしも物流業者の責で
はないですが、それではサプライチェーンはうまく回りません。その結果、コストが高く
なります。すると、この「倉庫代を安くしよう」と、そういった方向にしか目が向かなく
なります。これではどこの物流企業も同じロジックで苦しまされることになります。販売
予測を正確にすることは、このサプライチェーンをうまく回すことになり、その結果、弊
社が正確に業務遂行をできるということにつながってきます。 
そのためには、弊社も様々な販売予測ができるだけのデータをとってお渡しし、それを
元に分析をしてもらうということが大事なことなのかなということが、私の今日の結論で
す。 
 
  
